










要約:小児慢性疾患の診療にあたってはそれぞれの患児の疾患の重症度、進行度、治療期

間などによって患児に生ずる心理的な問題だけではなく、それぞれの患児の両親、とくに

母親に生ずる心理的な問題も考慮しなければならない。なぜなら、それらが患児の疾患の

経過に無視できない影響を与え、患児の QOL を低下させるからである。今回はそのような

疾患の経過に影響を与える心理的な問題として、どのような問題が考えられるかをこれま

での臨床経験に文献調査の結果を加えて検討した。


